
２　施策の現状
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躍動し　魅力あふれる交流拠点都市をめざして

（平成15年4月1日現在人口）

237,400

262,300

（４）施策に要している人員

５　必要性…市民ニーズに合っているか、行政需要の変化に対応しているか

指標３

４　評価指標

31.50

この施策の市民一人当たり事業費は、全１２３施策のうち、第

（３）全施策中の順位（事業費）

1,600 万人とした。

平成１５年度　施策評価表

３　総事業費及び人員

基本目標

政策名
（章）

第２章　質の高い都市基盤の整備を進めます

施策コード

第６節　下水道の整備と管理

○総合計画における位置付け等 平成15年 5月23日記入

石井泰明

千円……構成事務事業全体の事業費合計（人件費含む）

（１）施策に要している総事業費

985,872

（２）　市民１人当りの事業費

人……構成事務事業全体の人員合計

円／人……人口は、

１　施策の概要・目的

指標１

指標２

水洗化普及率の１０
０％の達成に努める
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　市民が、快適な市民生活を送るため、都市基盤である下水道施設の適切な維持管理と効率的な維持補修により、施
設の機能確保及び施設(耐用年数)の延命化を図るとともに、市民に対する情報提供や市民サービスの向上に対応し
ていくためには、下水道維持管理システムの早期構築が必要である｡

32630

水洗化率
平成１４年度末水洗化世帯÷平成２２年
度公共下水道整備区域内世帯

 下水道は、快適な市民生活を支える重要な都市基盤施設である。汚水の処理については、人口普及率９７．6パーセ
ントとなるまで整備が進み、また、雨水対策についても浸水被害の防止体制が整えられつつあるが、下水道整備開始
から既に三十数年が経過しようとしている中、下水道施設の経年劣化への対応等を始めとし、適正な維持管理の取り
組みや市民に対する情報提供など下水道管理の充実が必要とされています｡

現状値と目標値指標名および指標式 指標の意図

基本施策名
（節名）

課　長　名施　策　名 下水道管理の充実

　下水道施設に関わる調査報告書や清掃、浚渫、管路の補修等の履歴情報は、維持管理を行う上では、重要であり、
これまで蓄積されている履歴情報も膨大なものになっている。しかし、これら資料の有効活用については、一元的な処
理が必要であり、計画的により効率的な維持管理を行うためのコンピューターによる下水道維持管理システムの構築
に向け検討を行っている｡また、下水道料金の上水道との一括納付の実施等適切な事業運営に努めています｡

現状

目標

現状

目標

現状

目標

評価担当課

下水道管理課

土木部
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説明

説明

◆この施策の重要度は、4.168で、調査した51施策の中で
12番目です。

◇年齢別にみると、満足度及び重要度ともに60歳代で最も
高く、30歳代で最も低くなっています。満足度が高いほど重
要度も高くなる傾向がみられます。

７　効率性…費用対効果が優れているか、もっと大きな効果が得られるものはないか

◆この施策の満足度は、3.462で、調査した51施策の中で3
番目です。

説明及び具体的内容
   都市基盤である下水道施設を効率的、計画的に点検調査を行い異常箇
所については、速やかに対処し、さらに、適正な維持管理をすることで施設
の機能確保と施設(耐用年数）の延命化を図ることにより、公衆衛生の向上
と公共用水域の水質の保全など、市民の快適な環境の中での生活を確保
する。

９　課　　題…施策を実現するにあたり、課題となっていること等

今後の方向
１０　今後の方向性（一次評価）

　下水道施設の適切な維持管理と維持補修を計画的、効率的に実施することにより施設の機能確保と施設(耐用年
数）の延命化を図ることは、維持管理経費の軽減に繋がる｡

６　有効性…期待される効果があがっているか

　適切な維持管理及び維持補修を行うことで施設の機能確保及び施設(耐用年数)の延命化が図れる｡

　整備区域の拡大と供用年数の経年に伴う維持管理経費の増大が見込まれること。

Ｂ

Ｃ

見直し

施設・設備の延命化を図るため、適切な維持管理を行われたい。

雨水の流入など不明水の原因究明を進め､流域負担金の軽減などコストの縮減を図ること。

８　市民満足度調査結果からの分析（平成１５年度調査）

拡充する

現状維持する

１２　外部意見

１１　２次評価

Ａ

市民満足度調査 （◆は施策の平均）
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市民満足度調査は、基本施策５１項目（節）について調査して
います。したがって、上位の基本施策が同じ場合は同じ内容
となっています。　（「○総合計画における位置付け等」参照）
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総
合
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達
成
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必
要
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効
率
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代
替
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満
足
度

有
効
性

公
平
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今後の
進め方

15 24,557 1.30 Ａ B A A A A 継続 1

15 1,906 0.20 AA A A A A B 継続 1

14 227,922 5.60 AA A A A A A A 継続 2

14 68,385 3.00 AA A A A A A A 継続 2

15 218,604 3.00 AAA A A A A A 継続 3

15 13,377 1.00 A B A A A A 継続 3

15 126,398 4.00 AA A A A A A 継続 4

14 67,717 3.00 AA A A A A A A 継続 4

14 79,646 2.00 AA A A A A A A 継続 5

14 76,207 2.00 AA A A A A A A 継続 5

15 33,649 3.00 AAA Ａ A A A A 継続 6

14 15,626 0.40 ＡＡ Ａ A A Ａ Ａ A 継続 7

14 10,611 1.00 ＡＡ A A A Ａ Ａ A 継続 7

14 10,125 1.00 AA A A A A A A 継続 8

14 11,142 1.00 ＡＡA A A A Ａ Ａ A 完了

合計 15 985,872 31.50
千円 人

水洗化促進経費
下水道管理

課

水質管理経費
下水道管理

課

下水道管理
課

南土木事務
所

下水道管理
課

下水道普及啓発費 土木計画課

下水道管理
課

下水道管理
課

南土木事務
所

南土木事務
所

下水道管理
課

南土木事務
所

平成15年度評価：達成度、必要性、効率性、有効性、公平性

構成事務事業一覧

平成14年度評価：達成度、必要性、効率性、有効性、代替性、満足度

都市下水路等維持管理費

公共下水道維持管理費

公共下水道等維持補修費

公共下水道維持管理費

公共下水道不明水浸入
対策事業

南土木事務
所

事務事業

公共下水道ポンプ場維持管
理費

都市下水路等維持補修費

負担金、補償費等

公共下水道維持補修費
下水道管理課分

都市下水路等維持補修費

公共下水道等用地購入費
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評価の概要
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中の
優先
順位

下水道管理の充実

決算額
(千円）

人員
（人）

施策コード

事務事業名

施策名

都市下水路等維持管理費

南土木事務
所

下水道管理
課


